
2026  相模原市立九沢小学校 学校経営グランドデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実現のための手立てを考えて 
① 学校づくり 

・校内研究（授業力、アセスメント力） 
・カリキュラム・マネジメント（教科間、地域、特別活動等を通した教育内容の質の向上） 
・働き方改革の推進 

② 学び続ける教師 
  ・自ら目標を設定し 開発期（１～５年）：オールラウンダー（クラス経営ができる）、充実期

（６～20年）：プロジェクトリーダー（学年経営、行事運営ができる）、発展期（20年以
降）：グループリーダー（学校の諸課題に対応できる） 

③ 強い組織 
  ・プロジェクト実行型組織の構築、プロジェクトマネジメント力の育成 
  ・職員それぞれが力を発揮し、互いを支えあう職員集団の構築 

 

否応なく訪れる未来 

◎目指すべき社会 

 「持続可能な未来社会を創造し、人々がよりよく生きようとする社会」 

◎学校教育目標 

  
やさしく 

・豊かな感性を持ち、思いや

りのある子 

たくましく 
・健康や安全を考え、主体的に

生活できる子 

目指す子どもの姿 

かしこく 
・自ら課題を見付け、主体的に追

究できる子 

目指す学校の姿 

キャリア教育 

「学び続ける教師」として成長でき

る学校 

① 教師としての使命（教師として

の目標）を掴んで働く喜びを感

じよう 
② 自身の成長イメージを具体化し

て、自ら望む教師像に近づこう 

② 授業力の向上と教育課題の解決

に実践で学ぼう。（OJT） 

③ アセスメント力の向上で児童を

支える力つけよう 

子どもの「好き」を支える応援団 

① 子どもの「好き」を発見できるま

ちづくり 

(ア) 多様な生き方、働き方を

している地域の方  々

② 子どもの「好き」を支えるコミュ

ニティ 

(ア) 人の経験、地域の材と授

業をコーディネートする

取り組み 

未来の地域の姿 

保護者の夢・願い 

目指す教師の姿 

◎持続可能性

（SDGs） 

・目標設定、・行動原

理に取り込む 

・17の開発目標を入

れて 

・課題解決型学習 

◎ウエルビーイング 

・よりよく生きるとは 

・成長モデルを具体化 

・経験値を上げる 

子どもの夢 

サスティナビリティ  ウェルビーイング 

コミュニティ・スクール 

◎子どもの『好き』を原動力にした学びづくり 

 『無限の彼方へ、さあ行くぞ！』 

・子どもの内側から湧き上がる『好き』を学びのエネルギーに変え、未見の未来へ踏み出そう。 

・子ども自身が未来像（将来像）を言語化し、目標→振り返り→改善のサイクルを 

 
 


